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あしや

健
幸な町Ｃ

シーオーピーディ

ＯＰＤはたばこ病！？
皆さんＣＯＰＤを知っていますか

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉へ
い
そ
く
せ
い

塞
性
肺
疾
患
）と
は
？

　

慢
性
気
管
支
炎

や
肺
気
腫
と
呼
ば

れ
て
き
た
も
の
で
、

た
ば
こ
な
ど
の
有

害
物
質
を
吸
う
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
る
肺
の
炎
症
の
こ
と

で
す
。
ま
た
肺
の
生
活
習
慣
病
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
約
５
３
０
万
人
以
上
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
治
療
を

行
っ
て
い
る
人
は
約
５
％
に
満
た
ず
、
そ

れ
ほ
ど
認
知
度
が
低
く
、
ま
た
自
覚
症

状
も
な
い
人
が
多
い
疾
患
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
男
性
の
死
亡
原

因
の
第
８
位
、
全
世
界
で
は
死
亡
原
因

の
第
４
位
と
な
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

は
肺
が
ん
、
血
管
疾
患
、
心
臓
疾
患
、

ま
た
高
血
圧
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
多

く
の
疾
患
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

原
因
は
？

　

別
名
「
た
ば
こ
病
」

と
言
わ
れ
て
い
る
ほ

ど
、
原
因
の
90
％
が

喫
煙
に
よ
る
も
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
受
動

喫
煙
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

喫
煙
開
始
年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
ま
た

喫
煙
本
数
が
多
い
ほ
ど
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
な

り
や
す
く
、
進
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

喫
煙
経
験
の
あ
る
40
歳
以
上
の
８
人
に

１
人
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
可
能
性
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

症
状
は
？

■�

階
段
の
上
り
下
り
な

ど
体
を
動
か
し
た
と

き
に
息
切
れ
す
る

■�

風
邪
で
は
な
い
の
に

咳
や
痰
が
出
る

■�

呼
吸
の
た
び
に
ヒ
ュ

ー
ヒ
ュ
ー
、
ゼ
ー
ゼ

ー
い
う

　

進
行
し
て
い
く
と
（
徐
々
に
進
行
）、

少
し
動
い
た
だ
け
で
も
息
切
れ
を
起
こ

す
よ
う
に
な
り
、
心
不
全
や
呼
吸
不
全

を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

予
防
は
？

　「
禁
煙
」
！

こ
れ
に
尽
き
ま
す
！

治
療
は
？

「
禁
煙
」！（
こ
れ
が
１
番
）

　

そ
の
ほ
か
に
、
薬
物
療
法
や
酸
素
療

法
、
外
科
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一

度
壊
れ
て
し
ま
っ
た
肺
胞
は
元
に
は
戻

り
ま
せ
ん
が
、
進
行
を
緩
和
・
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

関
係
は
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下

新
型
コ
ロ
ナ
）
と
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
の
関
係
も

い
ろ
い
ろ
分
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

日
本
呼
吸
器
学
会
の
調
査
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
人

の
死
亡
率
は
13
％
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
な
い

人
は
５
・
６
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
リ
ス
ク
の
ひ
と
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�

参
考
：
独
立
行
政
法
人 

環
境
再
生
保

全
機
構

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
け
れ

ば
防
げ
る
、
進
行
を
緩
和
す
る
こ
と
の

で
き
る
疾
患
で
す
。
ま
た
禁
煙
は
免
疫

力
を
高
め
、
体
の
防
御
能
力
も
高
め
ま

す
。

　

今
年
は
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
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世界 禁 煙 デ ー

５ 月 31 日 は



　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
り

ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
や
り
ー
ど
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
被
災
地
の

農
産
物
な
ど
の
販
売
支
援
や
、
現
地
で
の

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ

ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、「
災
害
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
」
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
福

岡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
同
行
し
て
被
災
地
で
作
業

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き
　
６
月
20
日
日
・
午
前
７
時
～
午
後

６
時
45
分

※
Ｊ
Ｒ
遠
賀
川
駅
集
合
、
解
散

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
内
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
実
施
場
所
）

▽�

内
容
　
泥
か
き
作
業
、
土
砂
の
運
搬
な
ど

▽
作
業
時
間　

４
時
間
程
度

▽
参
加
資
格　

18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

▽
定
員　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

無
料

※�

別
途
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
、
Ｊ
Ｒ
大

野
城
駅
ま
で
の
交
通
費
が
必
要
で
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

帽
子
、
マ
ス
ク
、

タ
オ
ル
、
長
靴
、
雨
具
、
飲
料
な
ど

※�

作
業
手
袋
、
昼
食
（
お
に
ぎ
り
、
お
茶
）

は
用
意
し
ま
す
。

▽�

事
前
説
明
会　

５
月
29
日
土
・
午
後
1

時
30
分
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▽�
申
し
込
み　

５
月
６
日
木
～
21
日
金
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
へ

※
日
曜
日
は
休
館
で
す
。

▼
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
募
集

▽�

対
象　

小
学
生
か
ら
（
小
中
学
生
の
参

加
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

▽�

参
加
費
　
原
則
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
実

費
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

※�

校
区
外
の
活
動
へ
の
参
加
は
原
則
保
護

者
の
送
迎
が
必
要
で
す
。

▼
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽�

対
象　

高
校
生
、
大
学
生
、
専
門
学
校
生

▽��

活
動
期
間　

主
に
夏
休
み
・
春
休
み
な

ど
の
長
期
休
暇
中

※�

受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

芦屋町人権・同和教育研究協議会

　日本人の平均寿命は年々伸びています。2019 年
の厚生労働省調査によると女性の平均寿命は 87.45
歳、男性の平均寿命は 81.41 歳となっています。平
均寿命が伸びることや、少子化によって、日本の高
齢化はさらに進み、2035 年には、3人に 1人が高
齢者という超高齢社会の到来が予想されています。
高齢社会が進むにつれて、高齢者への虐待が増え社
会問題になっています。
　高齢者への虐待には、①親族などの介護者が暴力
をふるう身体的虐待 ②暴言を吐いたり、無視をした
りする心理的虐待 ③本人に無断で財産を処分する経
済的虐待 ④高齢者にわいせつな行為をするなどの性
的虐待 ⑤介護や世話の放棄・放任するネグレクトな
どがあります。高齢者の中でも認知症を患っている
人や生活する上で介護や支援を受けている人は、周
囲に虐待のことをなかなか伝えることができない状
況です。このため、周囲の人が虐待に気付くことは

とても難しいです。
　高齢者の虐待を未然に防ぐためには、高齢者を地
域から孤立させない必要があります。そのためにも
日頃から近所同士で声をかけあい、見守ることが大
切です。もし、高齢者が虐待を受けている可能性が
ある場合は、「地域包括支援センター」（芦屋町役場
福祉課高齢者支援係内）に連絡しましょう。早い段
階で連絡・相談することで虐待の早期発見や防止に
つながります。また、介護者は一人で抱え込むので
はなく、介護の負担を軽減するためにも、適切な介
護サービスの利用や相談などにより、負担軽減を図
る工夫などが必要です。
　高齢者がいきいきと暮らせる社会にするためにも、
高齢者も社会を構成する一員として尊重することが
重要です。地域のみんなで支え合い、年齢を問わず
誰もが自由に生きられる社会を築いていきましょう。

▽ �問い合わせ　社会教育係（☎２２３局３５４６）
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